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第 72 回　球磨畜産共進会（10 月 18 日）

議会のうごき
　議長あいさつ 
　こんなことが決まりました

一般質問

相良村世帯数【1,569世帯】人口／4,016人（男性1,918人）（女性2,098人） 令和５年 10 月 31 日現在
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主な行事（令和５年８月～10月）
８月１日　広報発行特別委員会
８月８日　全員協議会　流水型ダム環境保全対策検討委員会についての説明
　　　　　熊本県町村議会議長会第2回理事会（オンライン）
８月21日　8月定例郡議長会議（球磨地域振興局）
８月22日　令和5年度町村議会正副議長研修会（自治会館）
８月23日　令和5年第9回相良村議会臨時会
　　　　　タブレット操作研修（相良村総合体育館）
８月26日　球磨川柳瀬地区遊水地事業着工式（相良村総合体育館）
８月27日　消防団第7分団第1部詰所落成式（相良村林業総合センター）
８月29日～ 30日　議会広報クリニック（全国町村議員会館）
８月31日　村道平原十島線道路改良事業（十島工区）竣工式
　　　　　（相良村ふれあいセンター）
９月５日　議会運営委員会
９月６日　全員協議会
９月12日～ 20日　令和5年第10回相良村議会定例会（9月定例会）
９月13日　金婚夫婦表彰式
９月22日　9月定例郡議長会議（錦町役場）
９月24日　相良南小学校運動会
９月30日　相良北小学校運動会
10月６日　令和5年度第1回熊本県町村議会議員研修会（オンライン）
　　　　　熊本県市町村総合事務組合議会（自治会館）
10月10日　第9回流水型ダム環境保全検討委員会（Web視聴）
10月11日　10月定例郡議長会議（相良村総合体育館）
10月12日～ 13日　熊本県町村議会議長会　理事・郡事務局長合同会議
10月17日　球磨郡町村議会議員親善グラウンドゴルフ大会
　　　　　（多良木町世代間交流グラウンド）
10月18日　第72回球磨畜産共進会（球磨家畜市場）

村道平原十島線道路改良事業竣工式
（令和５年8月31日）

金婚夫婦表彰式（令和５年9月13日）
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相良村議会議長
黒木  正照
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長
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告
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こんな事が決まりましたこんな事が決まりました

令和５年第９回相良村議会臨時会報告令和５年第９回相良村議会臨時会報告

　令和５年第９回相良村議会臨時会が８月23日に招集され、工事請負契約の締結について２件
が提案されました。慎重審議の結果、下記のとおり議決しました。

○工事請負契約の締結・・・原案可決
　議案第52号　工事請負契約の締結について
　　　　　　　１．工 事 名　令和５年度新村橋災害復旧工事
　　　　　　　　　　　　　　　　（取付道路工：令和２年災過年）
　　　　　　　２．工 事 場 所　相良村大字柳瀬地内
　　　　　　　３．契 約 額　７，０９５万円
　　　　　　　４．契約の相手方　株式会社　技建日本
　　　　　　　５．契約の方法　指名競争入札

　議案第53号　工事請負契約の締結について
　　　　　　　１．工 事 名　令和５年度新村橋災害復旧工事
　　　　　　　　　　　　　　　　（橋梁上部工：令和２年災過年）
　　　　　　　２．工 事 場 所　相良村大字柳瀬地内
　　　　　　　３．契 約 額　２億５，５４２万円
　　　　　　　４．契約の相手方　株式会社　日本ピーエス熊本営業所
　　　　　　　５．契約の方法　指名競争入札

各議員の審議結果
件　　　　　　　名 川

邊
坂
田

永
田

德
田

中
村

西
本

髙
岡

小
善

市
岡 結果

議案第52号 工事請負契約の締結について ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ 可決

議案第53号 工事請負契約の締結について ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第９回臨時会第９回臨時会

令和５年第９回臨時会 ※賛成が○　　反対が●　　欠席は－
※議長は表決に加わらない。
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写真②

写真①

新村橋上空写真

上部工被災状況（写真①）

下部工被災状況（写真②）



　2023.11.9　第57号 4

第10回定例会第10回定例会

令和５年第１０回相良村議会定例会報告令和５年第１０回相良村議会定例会報告

　令和５年第10回相良村議会定例会が、９月12日から20日まで、９日間の会期で開催され、報
告３件、令和４年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定６件、条例の一部改正１件、令
和５年度一般会計及び特別会計の補正予算４件、同意１件、その他１件（6頁）が提案され、慎
重審議のうえ下記のとおり議決しました。
　一般質問には８人が登壇し、村長の考えを質しました。

○報告

　報告第５号　令和４年度株式会社さがら経営状況報告について
　報告第６号　健全化判断比率の報告について
　報告第７号　資金不足比率の報告について

○認定議案・・・原案認定

　認定第１号　令和４年度相良村一般会計歳入歳出決算の認定について
　認定第２号　令和４年度相良村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
　認定第３号　令和４年度相良村簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について
　認定第４号　令和４年度相良村農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定について
　認定第５号　令和４年度相良村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
　認定第６号　令和４年度相良村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度一般会計・特別会計歳入歳出決算

会　　計 収入済額　Ａ 支出済額　Ｂ 歳入歳出差引額
Ｃ（A-B）

翌年度へ繰越す
べき財源　Ｄ

実質収支　Ｅ
（C-D）

一 　 　 般 58億5,659万5,257円 53億6,053万4,473円 4億9,606万784円 2億769万3,000円 2億8,836万7,784円

国民健康保険 5億6,108万3,746円 5億3,779万8,619円 2,328万5,127円 0円 2,328万5,127円

簡 易 水 道 1億3,738万9,864円 1億3,103万5,375円 635万4,489円 429万円 206万4,489円

農業集落排水 2億1,107万163円 2億202万557円 904万9,606円 625万4,000円 279万5,606円

介 護 保 険 7億3,339万8,322円 6億5,904万6,345円 7,435万1,977円 0円 7,435万1,977円

後期高齢者医療 7,166万9,830円 7,103万4,492円 63万5,338円 0円 63万5,338円

合 　 　 計 75億7,120万7,182円 69億6,146万9,861円 6億973万7,321円 2億1,823万7,000円 3億9,150万321円
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令和５年度補正予算を可決令和５年度補正予算を可決

○一般会計補正予算・・・原案可決

　議案第55号　令和５年度相良村一般会計補正予算（第７号）
　 　歳入歳出それぞれに2億96万3千円を追加し、総額44億9,416万1千円とする補正で、採決の結果、賛成多

数で可決しました。補正の主なものは次のページのとおりです。

歳入

款 補正前の額 補正額 計 説明

地 方 特 例 交 付 金 110万円 84万2千円 194万2千円 地方特例交付金

地 方 交 付 税 17億9,145万8千円 1億5,269万2千円 19億4,415万円 普通交付税

国 庫 支 出 金 7億8,837万円 189万9千円 7億9,026万9千円 デジタル基盤改革支援補助金等

県 支 出 金 2億7,890万7千円 △1万8千円 2億7,888万9千円 民生委員・児童委員活動助成費等

財 産 収 入 1,267万1千円 3,192万3千円 4,459万4千円 宅地分譲地、林産物売払収入

寄 　 附 　 金 7,500万1千円 25万円 7,525万1千円 一般寄附金（用途指定分）

繰 入 金 2億9,966万4千円 △2億1,605万2千円 8,361万2千円 財政調整基金繰入金等

繰 越 金 3,000万円 2億2,960万8千円 2億5,960万8千円 繰越金

諸 収 入 2,471万4千円 597万7千円 3,069万1千円 障害者自立支援給付費国庫支出金過
年度収入等

村 債 4億3,620万円 △615万8千円 4億3,004万2千円 消防IP無線機整備事業等

歳 入 合 計 42億9,319万8千円 2億96万3千円 44億9,416万1千円

歳出

款 補正前の額 補正額 計 説明

議 　 会　 費 5,592万7千円 180万8千円 5,773万5千円 旅費等

総 務 費 7億3,195万9千円 1億252万6千円 8億3,448万5千円 財政調整基金積立等

民 生 費 9億3,191万7千円 396万5千円 9億3,588万2千円 国庫支出金返還金等

衛 生 費 2億9,507万2千円 △223万3千円 2億9,283万9千円 健康管理システム改修等

農 業 水 産 業 費 4億204万9千円 1,164万8千円 4億1,369万7千円 農業用排水路、林道維持修繕等

商 工 費 7,478万9千円 △15万8千円 7,463万1千円 商品券印刷代等

土 木 費 4億4,648万4千円 1,230万円 4億5,878万4千円 村道維持管理用重機借上料等

消 防 費 5億7,632万4千円 8万1千円 5億7,640万5千円 避難地及び避難路整備事業用地交渉
旅費

教 育 費 2億9,655万9千円 7,102万6千円 3億6,758万5千円 学校建設等基金等

歳 出 合 計 42億9,319万8千円 2億96万3千円 44億9,416万1千円

※補正のあったものだけを掲載しているため、歳入歳出と合計の額は一致しません。
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○条例議案・・・原案可決

　議案第54号　相良村附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について

○特別会計補正予算・・・原案可決

　議案第56号　令和５年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第２号）
　議案第57号　令和５年度相良村農業集落排水特別会計補正予算（第２号）
　議案第58号　令和５年度相良村介護保険特別会計補正予算（第１号）

○人事案・・・原案同意

　同意第13号　相良村教育委員会委員の任命について（再任：中村 和弘氏）

○その他の議案・・・原案可決

　議案第59号　村道路線の認定について　（相良村大字柳瀬地内：せせらぎの丘）

○委員会提出議案・・・原案可決

　発委第２号　相良村議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について
　発委第３号　相良村政治倫理条例の一部を改正する条例の制定について

○議員提出議案・・・原案否決

　発議第３号　相良村犯罪被害者等の権利及び支援に関する条例の制定について

○相良村選挙管理委員会委員及び補充員の選挙

　委員の任期：令和５年９月21日から令和９年９月20日
　委　　　員：中村 秀樹氏、東 喜八氏、池田 久美氏、上村 良信氏
　補　充　員：岡村 泰治氏、宮竹 義昭氏、江嶋 邦子氏、上原 昭光氏

過去の議会録画中継の配信終了についてのお知らせ
　平成23年度開催分から行っておりました議会の録画配信につきましては、昨今の価格高騰の

影響により議会中継に係る委託料の見直しが検討されていたところですが、現在の委託料金を

維持するため、令和６年度以降は当該年度及び過去４年間の録画配信とさせていただくことに

なりました。

　令和６年４月１日からは、令和２年以降の配信を行い、平成23年から令和元年の録画配信は終

了となります。翌年度以降も同様に過去の録画配信は順次終了となりますが何卒ご了承ください。

　なお、生中継につきましては、これまでと変更なく配信いたします。
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※賛成が○　　反対が●　　欠席は－
※議長は表決に加わらない。各議員の審議結果

件　　　　　　　名 川
邊

坂
田

永
田

德
田

中
村

西
本

髙
岡

小
善

市
岡 結果

認 定 第 １ 号 令和４年度相良村一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ● ○ ● ○ - ○ ○ ○ 認定

認 定 第 ２ 号 令和４年度相良村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 認定

認 定 第 ３ 号 令和４年度相良村簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 認定

認 定 第 ４ 号 令和４年度相良村農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 認定

認 定 第 ５ 号 令和４年度相良村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 認定

認 定 第 ６ 号 令和４年度相良村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 認定

議 案 第54号 相良村附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 可決

議 案 第55号 令和５年度相良村一般会計補正予算（第７号） ○ ● ○ ● ○ - ○ ○ ○ 可決

議 案 第56号 令和５年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 可決

議 案 第57号 令和５年度相良村農業集落排水特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 可決

議 案 第58号 令和５年度相良村介護保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 可決

議 案 第59号 村道路線の認定について ○ ○ ○ ● ○ ○ - ○ ○ 可決

同 意 第13号 相良村教育委員会委員の任命について 賛成８票、反対０票（髙岡議員欠席） 同意

発 委 第 ２ 号 相良村議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 可決

発 委 第 ３ 号 相良村政治倫理条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 可決

発 議 第 ３ 号 相良村犯罪被害者等の権利及び支援に関する条例の制定について ● ○ ● ○ ● - ● ● ● 否決

令和５年第１０回定例会

相良村議会　12月定例会のお知らせ
12月定例会は、12月上旬の開催予定です。

インターネット録画映像（翌々日から見られます）
　相良村議会では、インターネット上において、議会ライブ中継と映像の録画配信を実施しています。
　本会議日の（※）翌々日17時より休憩分のみをカットしたものを録画配信いたします。
　併せて、平成23年以降の定例会並びに臨時会の記録もご覧いただけますので、ぜひ、そちらもご利用下さい。
（※本会議日が金曜日の場合は、翌営業日の17時となります。）

相良村ホームページ　https://www.vill.sagara.lg.jp/　からお入り下さい。
相良村公式ウェブサイト　>　くらしと行政　＞　議会中継システム

詳細につきましては、議会事務局までお尋ね下さい。（直通３５－１０３８）
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ここがここが
聞きたい

一般質問

一般質問一般質問とはとは
議員が村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の表明議員が村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の表明
を求めるものです。を求めるものです。

●川邊　一徳 議員 ………………………………………………………………９ページ
☆鳥獣害対策（サル）は
☆ジャンボタニシの駆除

●市岡　智惠 議員 ………………………………………………………………10ページ
☆税の徴収及び不納欠損状況
☆村内児童生徒の生活状況
☆ヤングケアラー

●髙岡　重盛 議員 ………………………………………………………………11ページ
☆小中学校給食の状況
☆国道４４５号上下坂改良に伴う迂回路

●中村　重道 議員 ………………………………………………………………12ページ
☆川辺廻地区の堰の上流にある堆積土砂の状況
☆台風６号の雨による河川の濁りの原因

●坂田　朋美 議員 ………………………………………………………………13ページ
☆猪の被害の状況
☆四浦地区の地域づくり活動拠点は

●永田　博人 議員 ………………………………………………………………14ページ
☆空き家対策は
☆井沢～錦に架かる木綿葉大橋の河川敷の利用状況

●小善　満子 議員 ………………………………………………………………15ページ
☆相良村の誘致企業である肥後相良ファームの状況
相良村防災ラジオによる村からの連絡方法

☆の質問を掲載しています。
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川
かわなべ

邊 一
かずのり

徳 議員

鳥
獣
害
対
策
（
サ
ル
）
に
つ
い
て

今
後
の
対
策
は

野
焼
き
で
言
う
防
火
帯
を
村
有
地

で
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

今
回
、
地
区
ご
と
の
座
談
会

を
実
施
さ
れ
、
そ
の
中
で
多
く
の
地
域
か

ら
意
見
が
出
た
。
動
物
の
被
害
に
つ
い
て
、

サ
ル
を
限
定
し
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

野
生
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
お
い
て
は
、
昔
か

ら
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、
サ
ル
の
行

動
範
囲
が
変
化
し
、
食
べ
物
が
容
易
に
入

手
で
き
る
里
山
や
集
落
に
サ
ル
が
出
現
し
、

農
作
物
に
対
す
る
被
害
が
で
て
お
り
、
住

民
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
対
策
を
さ
れ
て
い
る
。

幸
い
に
し
て
、
人
的
な
被
害
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
聞
い
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
人
と
動
物

と
の
距
離
が
近
く
な
れ
ば
、
被
害
が
発
生

す
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
、
子
供
が
被
害

に
遭
っ
た
場
合
に
は
、
外
傷
的
な
も
の
と
、

被
害
に
遭
っ
た
恐
怖
が
あ
る
。
ま
た
、
追

払
い
を
地
元
の
方
で
実
施
さ
れ
、
少
し
で

も
被
害
が
少
な
く
な
る
努
力
を
さ
れ
て
い

る
が
、
住
民
主
体
で
行
う
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
家
庭
菜
園
だ
け
で
な
く
、
生
業

で
さ
れ
て
い
る
方
に
も
被
害
が
拡
大
し
、

経
営
力
の
低
下
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。
行
政
と
し
て
把
握
さ

れ
て
い
る
被
害
に
つ
い
て
、
ま
た
対
策
を

検
討
さ
れ
て
い
れ
ば
お
尋
ね
す
る
。

村
内
全
域
に
、
民
家
の

近
く
で
も
サ
ル
の
出
没
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
面
を
不

安
視
す
る
声
も
上
が
っ
て
い
る
。
現
在
の

と
こ
ろ
人
的
な
被
害
の
報
告
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
対
策
と
し
て
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
花
火

の
無
償
配
布
や
捕
獲
免
許
取
得
経
費
補
助

金
な
ど
広
く
周
知
す
る
考
え
で
す
。

捕
獲
す
る
に
は
限
界
が
あ
り

ま
す
の
で
、
共
存
す
る
、
棲
み
分
け
を
す

る
な
ど
考
え
る
。
山
林
の
一
部
に
柿
や
栗
、

サ
ル
の
好
物
な
も
の
を
植
え
、
サ
ル
が

住
宅
ま
で
降
り
て
こ
な
い
工
夫
や
、
ヤ
ギ

の
習
性
を
生
か
し
た
放
牧
。
サ
ル
目
撃
ア

プ
リ
、
報
告
ア
プ
リ
な
ど
を
利
用
し
、
目

撃
し
た
方
が
位
置
情
報
や
頭
数
を
登
録
し

シ
ェ
ア
す
る
な
ど
、
不
特
定
の
方
が
協
力

す
る
こ
と
で
、
村
内
全
域
の
情
報
が
入
手

で
き
る
。
そ
し
て
、
追
払
い
に
お
い
て
も

1
軒
の
方
だ
け
が
行
う
の
で
は
な
く
、
い

つ
も
追
い
払
わ
れ
て
い
る
方
が
メ
イ
ン
に
、

運
動
会
で
使
う
大
き
な
爆
竹
を
鳴
ら
し
、

そ
れ
を
聞
い
た
周
辺
住
民
5
、
6
軒
の
方

が
一
斉
に
、
爆
竹
を
鳴
ら
し
地
域
を
挙
げ

て
追
い
払
う
こ
と
が
大
事
か
と
考
る
が
、

村
長
の
考
え
は
。

大
き
な
爆
竹
を
鳴
ら
し
一
斉
に
追

い
払
う
と
い
う
ア
イ
デ
ア
、
こ
れ
は
大
変

有
効
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
も
う
一
つ

川
辺
川
の
上
が
水
田
の
段
丘
、
そ
の
上
が

高
原
か
ら
知
敷
原
ま
で
あ
る
の
で
す
が
、

そ
の
間
に
斜
め
に
樹
木
が
あ
り
、
そ
れ
を

サ
ル
が
渡
り
歩
く
の
で
、
サ
ル
の
習
性
か

ら
す
る
と
木
が
あ
る
所
は
安
全
だ
と
い
う

話
を
聞
い
て
い
る
の
で
、
野
焼
き
で
言
う

防
火
帯
。
そ
の
よ
う
な
所
を
村
有
地
に
検

討
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
が
成
功
す
る
と
、

随
時
上
流
の
方
に
造
っ
て
い
け
ば
、
集
団

で
来
る
こ
と
も
少
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
と
。
実
験
で
き
る
部
分
は
早
め
早
め
の

対
策
を
し
て
い
き
た
い
。

先
ほ
ど
言
わ
れ
た
伐
採
区
。

列
状
的
に
伐
採
し
て
木
同
士
が
隣
り
合
わ

せ
に
な
ら
な
い
よ
う
な
対
策
を
、
ま
ず
は

モ
デ
ル
的
に
一
部
の
地
域
で
実
施
し
て
い

た
だ
き
、
良
か
っ
た
ら
相
良
全
域
に
増
や

し
て
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
サ
ル
の
被
害

が
減
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
駆
除
は

今
の
と
こ
ろ
農
薬
に
対
し
て
補
助

は
検
討
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
ド

ロ
ー
ン
等
で
駆
除
す
る
場
合
に
補

助
で
き
る
か
今
後
検
討
課
題

本
村
の
ほ
ぼ
全
域
で
ジ
ャ
ン

ボ
タ
ニ
シ
に
よ
る
苗
の
食
害
が
確
認
さ
れ

て
い
る
が
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
駆
除
に

つ
い
て
、
田
植
え
の
時
期
の
薬
剤
補
助
や

ド
ロ
ー
ン
の
散
布
の
補
助
な
ど
今
後
ど
の

様
に
検
討
さ
れ
て
い
る
か
お
尋
ね
す
る
。

根
絶
さ
せ
る
こ
と
は
非

常
に
難
し
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
効
果
的
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
駆
除
対
策
と
し
て
は
、
苗
を
あ
る
程
度

成
長
さ
せ
て
か
ら
定
植
す
る
こ
と
や
、
取

水
口
に
網
を
設
置
し
て
圃
場
内
へ
の
侵
入

を
防
ぐ
こ
と
。
圃
場
で
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

の
卵
を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
に
駆
除
す
る
。

成
虫
を
駆
除
す
る
場
合
は
、
人
に
も
感
染

す
る
寄
生
虫
も
い
る
の
で
、
素
手
で
は
触

ら
な
い
よ
う
駆
除
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

水
を
張
っ
た
状
態
で
石
灰
の
散
布
も
有
効

で
す
。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
性
質
を
見
て

普
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
水
を
深
水
に
す
る
と
動

き
が
活
発
に
な
る
の
で
、
深
水
に
な
っ
て

い
る
所
が
や
ら
れ
ま
す
か
ら
、
田
ん
ぼ
を

均
等
に
な
ら
す
こ
と
も
必
要
で
す
し
、
2

週
間
水
が
な
い
と
死
ぬ
の
で
そ
の
様
な
性

質
を
考
え
て
や
っ
て
行
け
れ
ば
と
思
う
。

ま
た
、
河
川
に
影
響
の
な
い
農
薬
で
す
と

補
助
も
で
き
る
の
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ

農
薬
に
対
し
て
補
助
は
検
討
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、
ド
ロ
ー
ン
等
で
駆
除
す
る

場
合
に
つ
い
て
、
補
助
で
き
る
か
今
後
検

討
課
題
と
い
う
こ
と
で
お
答
え
し
ま
す
。

作
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
農
家

さ
ん
た
ち
が
植
え
て
す
ぐ
か
ら
、
そ
う
い

う
被
害
に
遭
う
よ
う
で
は
営
農
意
欲
も
無

く
な
り
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え
獣
害
の
住

処
と
な
る
な
ど
、
マ
イ
ナ
ス
な
部
分
が
大

き
く
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
、
日

本
一
の
清
流
川
辺
川
で
育
っ
た
お
い
し
い

相
良
村
の
お
米
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、

今
後
も
農
業
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た

い
。

川
邊
議
員

川
邊
議
員

川
邊
議
員

川
邊
議
員

川
邊
議
員

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

村
長

村
長

A

A
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税
の
徴
収
及
び
不
納
欠
損
は

実
質
的
な
収
入
の
確
保
、
積
極
的

に
実
施

徴
収
業
務
の
体
制
及
び
業
務

内
容
に
つ
い
て
。三

つ
の
優
先
順
位
を
定
め
、

税
負
担
の
公
平
性
は
も
と
よ
り
実
質
的
な

収
入
の
確
保
、
滞
納
額
の
圧
縮
に
向
け
た

取
組
み
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。
優

先
順
位
の
一
つ
目
は
、
時
効
成
立
の
阻
止

で
あ
る
。
年
度
当
初
に
翌
年
の
6
月
30
日

ま
で
の
時
効
成
立
一
覧
を
作
成
し
、
12
月

末
を
目
途
に
滞
納
整
理
を
進
め
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
現
年
度
分
の
徴
収
強
化
で
あ

る
。
納
税
通
知
書
、
督
促
状
を
発
送
し
納

め
ら
れ
な
か
っ
た
方
に
、
年
4
回
、
8
月
・

10
月
・
11
月
・
3
月
に
催
告
書
を
発
送
。

催
告
書
を
出
し
て
も
指
定
し
た
期
限
ま
で

に
納
付
が
な
い
場
合
は
電
話
催
告
、
不
在

の
場
合
、
臨
戸
を
実
施
し
早
期
に
滞
納
者

と
接
触
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
三
つ
目

の
滞
納
繰
越
分
の
圧
縮
に
つ
い
て
は
、
県

と
の
連
携
に
よ
り
村
県
民
税
を
中
心
と
し

た
高
額
困
難
案
件
の
滞
納
整
理
を
進
め
納

税
の
催
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
納
付
や
相
談

が
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
、
預
金
調
査
や

給
与
照
会
な
ど
の
財
産
調
査
を
行
い
、
財

産
が
確
認
で
き
た
ら
直
ち
に
差
し
押
さ
え

等
の
滞
納
処
分
を
執
行
し
て
い
く
。

不
納
欠
損
内
容
に
つ
い
て
。

不
納
欠
損
は
全
部
で
12
件
。

金
額
４
３
１
万
８
，４
９
８
円
。
理
由
と
し

て
は
、
地
方
税
法
第
15
条
の
7
条
4
項
に

係
る
執
行
停
止
後
3
年
経
過
し
て
消
滅
1

件
、
同
法
第
18
条
に
係
る
執
行
停
止
中
に

通
常
の
5
年
経
過
で
消
滅
11
件
。

村
内
、
児
童
生
徒
の
生
活
状
況
は

専
門
機
関
と
連
携
し
対
応

子
供
た
ち
の
学
校
生
活
状

況
、
特
に
注
視
す
る
点
が
見
受
け
ら
れ
る

こ
と
は
な
い
か
。

中
学
生
の
3
人
の
女
子
生
徒

が
、
帰
宅
中
自
転
車
に
乗
っ
た
若
い
男
性

に
声
を
か
け
ら
れ
た
と
い
う
事
例
が
あ
る
。

保
護
者
が
学
校
に
連
絡
、
学
校
で
は
早
速

生
徒
の
無
事
を
確
認
し
、
警
察
へ
連
絡
。

保
護
者
へ
の
注
意
の
喚
起
を
す
る
よ
う
に

と
メ
ー
ル
を
中
学
校
の
ほ
う
か
ら
各
家
庭

に
発
送
。
今
後
は
、
当
分
の
間
は
保
護
者

が
生
徒
を
送
迎
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

報
告
を
受
け
た
警
察
は
、
捜
索
後
に
、
今

週
中
に
該
当
者
に
警
告
を
す
る
予
定
。

い
じ
め
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
つ
い
て
。

不
登
校
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
毎
月
、
学
校
か
ら
教
育
委
員
会
へ
報

告
が
あ
る
。
今
年
8
月
末
現
在
不
登
校
の

児
童
生
徒
の
数
は
、
中
学
校
4
人
、
南
小

1
人
、
北
小
0
人
合
計
5
人
で
す
。
い
じ

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
に
つ
い
て
は
、
中

学
校
・
南
小
で
は
、
基
本
的
毎
月
1
回
実

施
し
、
北
小
で
は
年
2
回
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、現
在
、い
じ
め
の
報
告
は
な
い
。

対
策
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
る
の
か
。

不
登
校
に
限
ら
ず
、
学
校

へ
行
き
た
く
な
い
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て

は
、
学
校
の
担
任
の
先
生
方
だ
け
で
な
く

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
中
心

と
な
っ
て
対
応
し
て
い
る
。
場
合
に
よ
っ

て
は
医
療
機
関
な
ど
の
専
門
機
関
と
連
携

し
対
応
し
て
い
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は

早
期
に
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

本
村
に
お
け
る
現
状
は
。

相
良
村
要
保
護
児
童
対

策
地
域
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
、
個
別
会

議
を
開
催
し
て
い
る
。
病
気
や
障
害
が
あ

る
家
族
の
介
護
や
家
事
・
兄
弟
の
面
倒
を

見
て
い
る
と
い
う
児
童
生
徒
の
通
報
、
相

談
等
は
い
ま
の
と
こ
ろ
な
い
。

学
校
や
家
庭
の
問
題
に
詳
し

い
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
保

健
福
祉
課
と
連
携
し
、
ケ
ー
ス
会
議
、
家

庭
訪
問
な
ど
を
行
い
、
そ
の
実
態
を
調
査

し
、
早
期
に
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

早
期
発
見
、
相
談
で
き
る
体

制
の
構
築
や
支
援
策
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
に
お
け
る
情
報
共
有
し
な
が
ら
対
応
を

お
願
い
し
、
今
後
は
、
社
会
変
化
を
も
た

ら
す
、
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
を
注

視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

税
務
課
長

税
務
課
長

教
育
長

教
育
課
長

保
健
福
祉
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

市
いちおか

岡　智
ち え

惠 議員

A

A

A
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ア
レ
ル
ギ
ー
お
よ
び
花
粉
症
の
影

響
が
あ
る

対
策
の
計
画
は

花
粉
症
の
出
な
い
苗
の
補
助
を
検

討
す
る

新
聞
記
事
に
よ
る
と
（
20
年

度
）
公
立
小
中
学
校
で
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

が
あ
る
児
童
生
徒
は
６
．３
％
で
、
少
な
く

て
も
52
万
6
千
人
に
上
る
こ
と
が
公
益
財

団
法
人
日
本
学
校
保
健
会
か
ら
調
査
で
分

か
っ
た
と
あ
る
。
前
回
（
13
年
度
）
の
調

査
か
ら
８
％
上
昇
し
て
増
加
傾
向
に
あ
る
。

専
門
家
の
話
で
は
花
粉
症
患
者
の
増
加
と

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
増
加
と
は
関
連
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
説
も
あ
る
。
本

村
の
現
状
は
ど
う
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
を
持
つ
児
童
生
徒
は
中
学
校
に
1
名

お
り
ま
す
。

現
在
1
名
お
ら
れ
る
よ
う
で

す
が
、
今
後
も
増
加
す
る
の
で
は
と
い
う

気
が
し
ま
す
。
発
症
者
、
家
族
、
学
校
と

の
三
者
間
連
携
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
思

う
が
児
童
生
徒
の
安
心
安
全
な
食
べ
物
の

提
供
に
現
在
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
者
の
対
応

に
は
、相
良
村
学
校
給
食
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
策
に
関
す
る
実
施
要
綱
に
基
づ
き
対

応
し
て
い
る
。
就
学
前
の
保
護
者
に
対
し

て
調
査
を
実
施
し
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

有
無
及
び
原
因
食
材
の
確
認
を
し
て
い
る
。

原
因
食
材
が
分
か
っ
た
時
点
で
学
校
給
食
、

学
校
栄
養
教
諭
が
保
護
者
と
面
談
し
、
病

院
の
診
断
書
に
も
と
づ
き
代
替
給
食
及
び

除
去
食
で
対
応
し
て
お
り
、
就
学
以
降
に

ア
レ
ル
ギ
ー
発
症
者
が
判
明
し
た
場
合
も

随
時
同
様
の
対
応
を
し
て
い
る
。

今
後
、
ア
レ
ル
ギ
ー
は
花
粉

症
の
増
加
に
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
村

と
し
て
花
粉
症
対
策
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
率
先
し
て
花
粉
の
出
な
い
植
栽
を

す
る
考
え
は
な
い
か
。

花
粉
症
の
出
な
い
苗
も
出
て
き
て

い
る
の
で
、
伐
採
後
の
植
林
に
花
粉
症
の

出
な
い
苗
の
補
助
が
可
能
で
あ
れ
ば
実
施

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
検
討
さ
せ
た
い
。

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
ス

ポ
ー
ツ
や
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
を
お
願
い
し
た
い
。

国
道
４
４
５
号
上
下
坂
改
良
に
伴
う

迂
回
路
は

長
年
の
村
と
し
て
要
望
活
動

が
実
を
結
び
改
良
の
実
現
の
運
び
と
な
っ

た
。
国
道
４
４
５
号
上
下
坂
改
良
工
事
が

行
わ
れ
る
中
で
迂
回
路
の
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

熊
本
県
球
磨
地
域
振
興
局
土

木
部
工
務
課
説
明
で
は
、
工
事
施
工
に
よ

る
全
面
通
行
止
め
は
考
え
て
い
な
い
。
片

側
通
行
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
迂
回
路

の
計
画
は
今
の
と
こ
ろ
無
い
と
伺
っ
て
い

る
。

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

教
育
課
長

教
育
課
長

建
設
課
長

村
長

髙
たかおか

岡　重
しげもり

盛 議員

A

今回改良予定の国道445号
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廻
地
区
堰
の
上
流
に
あ
る
堆
積
土

砂
は観

音
橋
の
上
下
流
に
つ
い
て
も
計

画
的
に
取
っ
て
い
く

廻
地
区
の
堰
の
上
流
か
ら
平

川
橋
下
流
付
近
に
砂
利
が
大
量
に
堆
積
し

て
い
ま
す
。
県
の
土
木
部
と
現
場
の
状
況

を
見
て
も
ら
い
、
掘
削
等
で
き
る
か
。

質
問
の
箇
所
の
堆
積
土
砂
に

つ
い
て
は
、
順
次
、
指
示
さ
れ
て
お
り
、

順
次
施
工
さ
れ
て
い
る
状
況
で
、
今
後
も

河
川
の
形
状
及
び
堆
積
土
砂
の
状
況
の
変

化
等
が
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
、
連
携
を
図

り
要
望
し
て
参
り
た
い
。

堰
の
上
流
付
近
か
ら
平
川
橋

間
で
田
ん
ぼ
の
土
手
と
道
路
の
崩
壊
が
何

か
所
か
発
生
し
て
お
り
、
早
急
に
対
策
は
。

河
川
内
の
堆
積
土
砂
が
原
因

で
護
岸
を
含
め
道
路
の
崩
土
等
が
見
ら
れ

る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
災
害
復
旧
事
業
も

含
め
た
と
こ
ろ
で
随
時
、
村
が
確
認
で
き

た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
県
へ
つ
な
い
で
対

応
し
て
い
き
た
い
。

下
流
の
観
音
橋
付
近
や
蜻
木

の
浜
ん
瀬
付
近
は
約
50
年
前
の
河
川
の
状

態
に
掘
削
さ
れ
て
い
ま
す
。
早
急
に
堆
積

砂
利
を
除
去
し
て
も
ら
い
た
い
。

河
川
の
掘
削
に
つ
い
て
は
県
、
国

に
強
く
要
望
し
て
お
り
、国
も
要
望
に
従
っ

て
優
先
順
位
を
定
め
て
村
と
協
議
し
て

や
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

河
川
の
水
面
よ
り
上
に
出
て

い
る
堆
積
土
砂
の
除
去
と
い
う
こ
と
で
、

ま
だ
河
道
の
下
ま
で
の
掘
削
は
行
っ
て
お

ら
ず
、
河
川
関
係
部
署
と
協
議
し
な
が
ら

要
望
し
て
い
き
た
い
。

台
風
6
号
の
雨
に
よ
る
河
川
の

濁
り
は

国
、
県
、
執
行
部
も
合
わ
せ
て
見

た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か

台
風
６
号
の
雨
で
河
川
が
濁

り
増
水
し
た
が
、
未
だ
に
濁
っ
て
い
る
状

態
で
す
。
上
流
で
何
ら
か
の
原
因
が
あ
る

の
で
は
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
五
木
村

議
会
で
は
泉
町
の
現
場
を
見
て
お
ら
れ
、

山
腹
面
崩
壊
が
原
因
だ
と
聞
き
ま
し
た
。

こ
の
状
況
を
ど
う
考
え
ま
す
か
。

令
和
４
年
９
月
の
台
風
14
号

以
降
、
今
年
度
の
台
風
６
号
を
含
め
て
、
上

流
の
ほ
う
で
豪
雨
後
、
国
に
よ
る
濁
水
の

定
点
調
査
は
定
期
的
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、

原
因
も
国
の
ほ
う
で
き
ち
ん
と
目
視
等
で

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
に
基
づ
き
今

後
も
対
応
さ
れ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

清
流
川
辺
川
を
未
来
の
子
供

達
に
残
す
為
に
も
村
民
の
代
表
で
あ
る
私

達
議
員
、
村
の
執
行
部
と
共
に
河
川
や
森

林
環
境
の
保
全
、
災
害
に
強
い
森
林
づ
く

り
の
た
め
県
、
国
に
強
く
要
望
し
て
い
く

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
。

緑
の
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
中
に
も
山
林
を
含
め
た
集
水
域
と
い

う
と
こ
ろ
で
、
山
の
治
水
ダ
ム
や
治
水
ダ

ム
を
含
め
た
と
こ
ろ
の
整
備
、
間
伐
再
造

林
等
の
森
林
整
備
を
推
進
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
山
林
を
含
め
た
治
水
対
策
を
今
後
、

村
と
し
て
も
要
望
し
て
い
き
た
い
。

雨
が
降
っ
た
こ
と
で
濁
り
が

こ
ん
な
に
強
く
残
っ
て
は
釣
り
が
出
来
な

い
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
や
は
り
泉
町

の
山
腹
崩
壊
が
原
因
だ
と
五
木
村
議
会
も

現
場
を
見
て
お
ら
れ
ま
す
。
現
場
を
見
て

対
策
を
考
え
て
も
ら
え
ば
と
思
い
ま
す
。

濁
り
の
件
は
国
交
省
か
ら
も
随

時
、
報
告
が
来
て
お
り
令
和
2
年
と
去
年

の
台
風
14
号
の
後
、
資
料
も
頂
い
て
い
ま

す
。
相
良
村
議
員
も
現
場
を
見
に
行
く
と

言
わ
れ
れ
ば
、
国
、
県
と
私
達
も
同
伴
し

て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

村
長
の
前
向
き
な
答
弁
で
し

た
の
で
、
現
場
を
一
緒
に
見
に
行
く
よ
う

お
願
い
し
た
い
。

河
川
管
理
に
つ
い
て
は
国
と
県
で

す
の
で
、
た
だ
現
場
を
見
る
だ
け
で
な
く

山
の
方
も
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

国
と
県
と
執
行
部
も
合
わ
せ
て
見
た
方
が

良
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
日
程
に
つ
い

て
は
そ
ち
ら
で
お
願
い
し
ま
す
。

中
村
議
員

中
村
議
員

中
村
議
員

中
村
議
員

中
村
議
員

中
村
議
員

中
村
議
員

建
設
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

中
なかむら

村　重
しげみち

道 議員

A

A

村
長

村
長

村
長

廻地区堰の上流にある堆積土砂
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猪
の
被
害
に
つ
い
て
、
村
政

座
談
会
の
多
く
の
地
区
で
獣
害
被
害
が
あ

り
、
特
に
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
目
立
つ
。

今
年
初
め
て
猪
が
田
ん
ぼ
に
侵
入
し
た
形

跡
が
あ
り
、
近
隣
の
農
家
さ
ん
達
で
情
報

交
換
を
し
て
い
る
。
自
衛
策
と
し
て
、テ
ー

プ
や
ネ
ッ
ト
で
囲
っ
た
り
、
夜
間
に
空
砲

を
打
っ
て
追
い
払
っ
た
り
、
点
滅
式
の
防

犯
装
置
を
設
置
し
て
い
る
。
畔
部
分
を
掘

り
返
さ
れ
る
と
足
場
が
不
安
定
に
な
り
草

刈
り
作
業
に
も
影
響
が
出
て
い
る
。
収
穫

直
前
の
獣
害
被
害
は
農
家
さ
ん
も
精
神
的

な
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
、
最
悪
の
場
合
は

生
産
意
欲
を
無
く
さ
れ
て
、
そ
れ
が
耕
作

放
棄
地
に
繋
が
り
、
そ
の
田
ん
ぼ
が
猪
等

の
住
処
に
な
る
悪
循
環
に
な
っ
て
し
ま
う
。

現
時
点
で
の
猪
に
よ
る
被
害
状
況
は
ど
う

か
？

村
内
の
耕
作
地
に
全
域

で
特
に
畑
の
方
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
里
芋

等
の
食
害
被
害
が
出
て
い
る
。
田
ん
ぼ
で

は
畦
畔
を
掘
り
起
こ
す
、
こ
れ
か
ら
は
水

稲
の
食
害
や
収
穫
前
の
踏
み
倒
し
等
の
被

害
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
各
地
で
被
害
が

出
て
い
る
状
況
で
す
。

最
近
は
や
は
り
増
加
傾
向
に

あ
る
の
か
。
金
額
ベ
ー
ス
の
被
害
額
の
資

料
は
な
い
か
。

令
和
5
年
度
の
被
害
金

額
の
資
料
は
手
元
に
な
い
の
で
、
後
程
、

報
告
し
た
い
。有

効
な
被
害
防
止
策
と
し

て
、
猪
の
生
態
と
し
て
警
戒
心
が
大
変
強

く
、
人
が
少
な
い
夜
間
に
活
動
す
る
。
草

刈
り
作
業
等
に
よ
っ
て
住
処
と
な
る
耕
作

放
棄
地
等
の
隠
れ
家
を
無
く
す
。
電
気
柵

や
金
網
柵
や
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
等

囲
っ
て
守
る
。
以
前
に
訪
問
し
た
研
修
先

で
は
集
落
全
体
を
柵
等
で
囲
っ
て
被
害
防

止
に
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
。
設
置
時

に
は
地
区
住
民
総
出
で
作
業
に
当
た
り
、

資
機
材
を
山
の
現
場
迄
運
び
上
げ
る
の
に

労
力
が
要
り
大
変
だ
っ
た
と
。
設
置
場
所

に
も
ヒ
ン
ト
が
あ
り
下
り
斜
面
に
構
築
す

る
と
猪
の
修
正
で
下
り
る
の
が
苦
手
ら
し

く
、
効
果
が
あ
っ
た
と
。
他
に
は
人
馴
れ

さ
せ
な
い
、
人
は
怖
い
も
ん
だ
と
、
人
は

敵
だ
と
思
わ
せ
る
こ
と
で
根
気
よ
く
地
域

連
携
プ
レ
ー
で
追
い
払
う
。
他
に
も
有
効

な
手
立
て
は
な
い
か
？

基
本
的
に
は
捕
獲
に
よ

る
頭
数
管
理
し
て
い
る
。
捕
獲
隊
員
38
名

で
捕
獲
活
動
に
取
組
ん
で
い
る
。
今
年
度

の
4
月
か
ら
8
月
ま
で
92
頭
を
捕
獲
し
て

い
る
。
前
年
同
期
比
で
18
頭
増
加
。
電
気

柵
等
の
設
置
、
猪
は
嗅
覚
が
鋭
い
の
で
に

お
い
を
利
用
し
た
対
策
と
し
て
、
唐
辛
子
、

ニ
ン
ニ
ク
、
玉
ね
ぎ
、
人
間
の
髪
の
毛
も

有
効
と
言
わ
れ
る
。

課
長
の
答
弁
と
重
な
る
部
分

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ユ
ニ
ー
ク
な
商
品

と
し
て
短
冊
形
で
唐
辛
子
の
成
分
を
練
り

込
ん
だ
商
品
で
、
設
置
方
法
も
簡
単
で
既

存
の
ネ
ッ
ト
や
電
気
柵
を
利
用
し
て
吊
る

し
た
り
、
ロ
ー
プ
を
張
っ
て
垂
ら
し
て
設

置
す
る
だ
け
な
の
で
労
力
も
少
な
く
済
む

と
。
柵
と
土
の
隙
間
か
ら
侵
入
し
て
い
た

の
が
、
に
お
い
と
短
冊
が
風
で
揺
れ
る
の

で
警
戒
し
て
効
果
が
上
が
っ
た
と
。
対
策

と
並
行
し
て
耕
作
放
棄
地
に
し
な
い
様
に

定
期
的
な
現
地
巡
回
で
、
管
理
さ
れ
て
い

な
い
田
畑
が
見
つ
か
れ
ば
住
処
に
な
ら
な

い
様
に
所
有
者
に
対
し
て
草
刈
り
作
業
ま

で
は
行
っ
て
貰
う
様
に
粘
り
強
く
交
渉
し

て
欲
し
い
。

　

現
在
の
耕
作
放
棄
地
の
草
刈
り
対
策
も

検
討
し
て
欲
し
い
の
で
、
村
長
の
お
考
え

を
伺
い
た
い
。

電
気
柵
は
高
原
地
区
、
金
網
は
四

浦
晴
山
地
区
、
人
吉
市
や
球
磨
村
で
は
集

落
の
田
ん
ぼ
を
全
部
金
網
で
さ
れ
て
い
る

所
も
あ
る
。
役
場
で
切
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
の
で
、
耕
作
放
棄
地
の
所
を
住
民
の

皆
さ
ん
で
切
っ
て
も
ら
う
と
か
、
ま
ず
は

地
元
で
実
行
し
て
も
ら
っ
て
、
成
果
が
現

れ
れ
ば
他
の
地
区
に
も
で
き
れ
ば
と
。
良

い
ア
イ
デ
ア
を
実
行
す
る
の
が
一
番
難
し

い
が
、
小
さ
い
所
か
ら
や
っ
て
も
ら
っ
て
、

村
は
電
気
柵
と
か
は
設
置
で
き
る
様
に
ど

う
出
来
る
か
を
係
と
し
て
も
協
議
し
た
い
。

地
域
全
体
で
や
ら
な
い
と
難
し
い
。

四
浦
地
区
の
活
動
拠
点
に
つ

い
て
、
7
月
の
村
政
座
談
会
の
中
で
地
域

住
民
の
方
々
が
集
ま
れ
る
場
所
が
欲
し
い

と
要
望
が
多
数
挙
が
り
、
具
体
的
に
は
料

理
が
得
意
な
方
か
ら
は
台
所
が
あ
れ
ば
、

一
人
暮
ら
し
の
方
に
も
簡
単
な
食
事
も
提

供
で
き
る
し
、
憩
い
の
場
的
な
場
所
が
あ

れ
ば
安
否
確
認
も
出
来
る
と
。
四
浦
地
区

に
は
ト
イ
レ
設
備
が
な
い
の
で
併
せ
て
検

討
し
て
欲
し
い
と
。
そ
の
後
具
体
的
な
検

討
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

相
良
村
振
興
策
で
四
浦
地
区

交
流
施
設
整
備
と
し
て
計
画
し
て
い
る
。

お
店
が
無
い
。
買
い
物
等
が
不
便
。
四
浦

こ
ん
に
ゃ
く
や
四
浦
和
紙
を
使
っ
た
施
設

が
出
来
れ
ば
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。
今
後
、

施
設
の
内
容
、
規
模
、
設
置
場
所
、
管
理

方
法
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

地
域
住
民
さ
ん
の
長
年
の
要

望
に
ぜ
ひ
応
え
て
も
ら
え
る
様
に
し
て
欲

し
い
。

坂
田
議
員

坂
田
議
員

坂
田
議
員

坂
田
議
員

坂
田
議
員

坂
田
議
員

総
務
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

坂
さ か た

田　朋
と も み

美 議員

村
長
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空
き
家
対
策
は

今
の
状
態
で
は
非
常
に
難
し
い
、

国
の
ほ
う
で
対
策
も
や
っ
て
く
れ

れ
ば
違
っ
て
く
る

現
在
の
村
内
に
お
け
る
空
き

家
に
つ
い
て
、
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

令
和
元
年
６
月
の
空
き
家
の

戸
数
が
１
５
８
戸
、
当
時
の
内
容
で
で
そ

の
ま
ま
再
利
用
で
き
る
も
の
が
８
戸
、
小

規
模
修
繕
に
よ
り
再
稼
働
可
能
な
も
の
が

41
戸
で
し
た
。現

状
修
復
で
住
め
る
よ
う
に

な
る
家
、
修
復
不
可
能
な
家
な
ど
把
握
し

て
お
ら
れ
ま
す
が
、
空
き
家
に
な
っ
て
親

戚
や
近
隣
の
方
が
管
理
さ
れ
て
い
る
家
は
、

財
産
的
価
値
は
維
持
さ
れ
、
評
価
さ
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、
私
が
こ
の
間
の
十
島
陣

ノ
内
の
集
落
座
談
会
で
、
災
害
に
あ
っ
た

家
は
一
人
暮
ら
し
の
住
宅
は
実
際
見
に
行

き
ま
し
た
が
、
わ
ず
か
２
年
で
荒
れ
地
に

な
り
庭
に
も
入
れ
な
い
状
況
で
隣
接
し
て

い
る
家
に
倒
れ
か
か
っ
て
い
る
状
態
で
し

た
。
あ
る
と
こ
ろ
の
空
き
家
で
は
獣
の
巣

に
な
り
子
育
て
し
て
い
る
な
ど
と
聞
き
ま

し
た
。
村
の
空
き
家
対
策
問
題
抱
え
て
い

る
村
長
の
お
考
え
は
。

私
も
見
に
行
き
ま
し
た
が
、
そ
し

て
調
査
し
ま
し
た
と
こ
ろ
相
続
放
棄
を
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
法
的
手

続
き
を
し
て
も
60
万
以
上
は
か
か
る
。
迷

惑
す
る
と
こ
ろ
を
近
隣
の
人
が
刈
る
な
ど

は
問
題
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
西

村
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
今
の
と
こ
ろ
相

続
放
棄
で
あ
り
ま
す
か
ら
国
の
持
ち
物
に

な
る
も
の
で
す
。
そ
う
な
っ
た
場
合
、
ど

う
に
も
な
ら
な
い
。
隣
に
迷
惑
を
か
け
る
、

道
路
に
迷
惑
を
か
け
る
場
合
は
色
々
な
処

置
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
の
状
態
で

は
難
し
い
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
国

の
ほ
う
で
そ
う
い
う
対
策
を
や
っ
て
く
れ

る
と
違
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
が
。

熊
日
新
聞
に
空
き
家
０
円
対

策
に
つ
い
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
富
山

県
の
あ
る
町
で
空
き
家
０
円
対
策
を
運
営

し
移
住
促
進
に
つ
な
が
る
対
策
と
し
て
、

譲
る
側
、
取
得
す
る
側
に
そ
れ
ぞ
れ
の
経

費
を
村
が
補
助
す
る
形
で
、
村
が
斡
旋
す

れ
ば
安
心
し
て
移
住
促
進
で
き
る
。
村
長

の
お
考
え
を
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

空
き
家
も
こ
の
家
は
有
効
だ
と
い

う
と
こ
ろ
は
不
動
産
の
方
が
行
っ
て
改
造

し
て
お
ら
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
も

の
で
す
か
ら
、
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
道

が
狭
か
っ
た
り
、
ど
う
に
も
登
記
が
で
き

な
か
っ
た
り
が
多
い
の
で
す
が
、
今
言
わ

れ
た
方
法
で
、
一
軒
で
も
出
来
れ
ば
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

木
綿
葉
大
橋
下
の
草
地
に
つ
い
て
、

猪
、
鹿
の
巣
に
な
っ
て
い
る
、
遊

水
地
に
し
た
ら
ど
う
か

地
元
で
牧
草
地
と
し
て
管
理
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
国
、
県

に
お
願
い
し
た
い

木
綿
葉
大
橋
下
の
広
大
な
葦

草
と
か
柳
の
木
と
か
の
荒
れ
地
の
今
後
の

計
画
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
が
、
井
沢

地
区
の
農
家
が
持
っ
て
い
る
農
地
も
あ
り

ま
す
が
、
現
在
で
は
猪
、
鹿
な
ど
の
住
処

に
な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
を
産
ん
で
崖
を

上
る
道
も
で
き
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

球
磨
川
・
川
辺
川
の
治
水
対
策
と
し
て
遊
水

地
を
計
画
し
た
ら
ど
う
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

国
交
省
に
以
前
、
中
洲
の
遊
水
地

と
し
て
並
行
し
て
ど
う
か
と
お
尋
ね
し
た

と
こ
ろ
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い

と
。
調
べ
ま
し
た
と
こ
ろ
12 

ha
あ
り
ま
す
。

地
元
か
ら
遊
水
地
、
遊
水
機
能
を
有
す
る
場

と
し
て
も
ら
っ
て
、
あ
と
は
牧
草
地
と
し
て

地
元
の
人
が
利
用
す
る
か
ら
と
い
う
話
が

あ
れ
ば
、
そ
う
い
う
の
も
含
め
て
国
の
方
に

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

要
す
る
に
遊
水
地
を
ど
う
管

理
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
遊
水

地
を
農
家
の
方
が
牧
草
を
植
え
て
管
理
す

る
な
ど
国
県
に
提
案
す
る
こ
と
で
、
猪
や

鹿
の
巣
に
な
ら
な
い
条
件
で
耕
作
し
て
も

ら
う
な
ど
提
案
さ
れ
た
ら
い
か
が
で
す
か
。

永
田
議
員

永
田
議
員

永
田
議
員

永
田
議
員

永
田
議
員

総
務
課
長

永
な が た

田　博
ひ ろ と

人 議員

A

A

村
長

村
長

村
長

木綿葉大橋下の草地
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肥
後
相
良
フ
ァ
ー
ム
に
つ
い
て
三

者
で
協
議
し
た
結
果
は

加
工
場
を
再
稼
働
す
る
予
定
で
あ
る

肥
後
相
良
フ
ァ
ー
ム
の
件
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

県
の
職
員
、
村
の
職
員
、
肥
後
相
良
フ
ァ
ー

ム
事
務
所
の
方
で
協
議
す
る
と
い
う
こ
と

で
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
話
し

合
い
が
な
さ
れ
た
の
か
。

６
月
29
日
に
役
場
、
熊
本
県
、

事
業
者
の
ほ
う
で
現
地
を
確
認
し
ま
し
た
。

今
回
の
協
議
に
お
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
、

整
備
さ
れ
た
機
械
が
あ
る
か
ど
う
か
の
確

認
、
そ
れ
と
加
工
場
再
稼
働
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。
現
地
確
認
に
お
き
ま
し
て

は
、
事
業
者
の
ほ
う
で
親
会
社
に
機
械
の

一
部
を
売
却
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
件
に

つ
い
て
は
、
肥
後
相
良
フ
ァ
ー
ム
に
、
機

械
を
戻
し
て
も
ら
い
、
対
応
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
加
工
場
の
再
稼
働
に
つ
き
ま

し
て
は
、
事
業
者
の
方
か
ら
人
材
の
確
保

が
困
難
で
あ
る
の
で
、
村
の
方
に
協
力
依

頼
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
工
場
の
管
理
者
、

工
場
長
を
確
保
し
た
い
。
ま
た
、
加
工
す

る
品
物
を
村
の
方
か
ら
協
力
で
き
な
い
か
、

確
保
で
き
る
品
物
、
材
料
が
な
い
か
。
加

工
場
の
機
械
が
大
和
芋
を
加
工
す
る
機
械

で
し
た
の
で
困
難
し
て
い
ま
す
。
今
、
話

が
あ
っ
て
い
る
の
が
、
蕎
麦
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
の
方
で
加
工
品
を
開
発
中
で
あ
る
。

栗
の
加
工
に
つ
い
て
も
可
能
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

相
良
農
場
、
そ
こ
に
お
い
て

は
大
和
芋
が
メ
イ
ン
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ

な
品
物
に
つ
い
て
も
、
工
場
で
独
自
に
開

発
さ
れ
て
、
冷
凍
で
き
る
機
械
を
利
用
し

商
品
と
し
て
、
販
売
す
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
肥
後
相
良
フ
ァ
ー
ム
に
国
、
県
、

村
か
ら
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
〜
平
成
26
年
度
に
つ
い
て
詳

し
く
説
明
し
ま
す
。

小
善
議
員

小
善
議
員

総
務
課
長

小
こ ぜ ん

善　満
み つ こ

子 議員

A

平成24年度～ 26年度に交付された補助金

平成24年度補助金 8,511,000円

2,000,000円

企業等農業参入支援事業費補助金
（機械購入・営農経費補助金）

農業農村整備推進交付金事業費補助金
（圃場整備補助）

平成25年度補助金 213,500円

50,000,000円

企業誘致地内水源地蓋修繕
（旧北小学校跡地プール用水源池施設）

地域経済循環創造事業補助金
（加工場施設）

平成26年度補助金 414,585円

3,132,000円

2,403,000円

4,278,000円

誘致工場水源地給水等修繕
（水量を確保するための水源地の集水施設の修理）

誘致工場用水ボーリング委託料
（安定した地下水確保のため）

誘致工場用水ポンプ設備設置工事
（安定した地下水確保のため）

誘致工場貯水タンク設置補助金
（貯水タンク施設）

支出合計 70,952,085円 平成24年度、平成25年度、平成26年度の一般会計歳入歳
出決算書抜粋うち一般財源　7,441,085円
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委
員
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市
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智
惠

　
　

副
委
員
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中
村　
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道
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小
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満
子
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岡　

重
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
邊　

一
徳

　
　

発
行
責
任
者　
　

黒
木　

正
照

✬
㓸
ᓟ
⸥

✬
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㓸
ᓟ
⸥

　

実
り
の
秋
と
な
り　

皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
大
変
お
忙
し
い
毎
日
を
お
過
ご
し

の
事
と
存
じ
ま
す
。
最
近
の
新
聞
報
道
、

ニ
ュ
ー
ス
等
に
お
い
て
、
世
界
で
は
い
ろ

い
ろ
な
争
い
が
起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。
戦

争
に
巻
き
込
ま
れ
、
生
活
圏
を
奪
わ
れ
た

人
々
の
悲
し
む
姿
、
何
の
罪
も
な
い
子
供

た
ち
の
怯
え
る
様
子
等
が
毎
日
の
よ
う
に

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
達
が
生
活
す
る

日
本
は
、
現
在
他
国
と
の
争
い
も
無
く
毎

日
平
和
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ
の
平
和

の
有
り
難
さ
を
つ
く
づ
く
感
じ
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。

　

日
本
に
お
い
て
も
、
70
数
年
前
は
、
戦

争
で
、
広
島
、
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下

さ
れ
、
多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
平
和
の
有
り
難
さ
を
子
供
た
ち
に

言
っ
て
聞
か
せ
る
事
も
大
切
じ
ゃ
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

相
良
村
に
於
い
て
は
、
災
害
か
ら
の
復

興
復
旧
が
早
急
に
進
め
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
住
民
の
皆
様
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
の
お
声
を
大
切
に

議
会
活
動
に
反
映
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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委
員

議会のうごき議会のうごき

旬の風景旬の風景

全員協議会（令和５年10月10日）
第9回流水型ダム環境保全対策検討委員会視聴

タブレット操作研修（令和５年８月23日）
（相良村総合体育館第２研修室）

相良南小学校運動会（令和５年９月24日）

熊本県町村議会議員研修会（令和５年10月6日）
（議員控室ウェブ研修）

全国町村議会広報クリニック（令和５年8月29日）
（全国町村議員会館）

相良北小学校運動会（令和５年９月30日）


